
公表
こうひょう

：令和
れいわ

　4年
ねん

　4月
がつ

　12日
にち

事業所
じぎょうしょ

名　ひまわり近江堂
おうみどう

チェック項目
こうもく

はい いいえ 工夫している点
課題
かだい

や改善
かいぜん

すべき点
てん

を踏
ふ

まえた

改善
かいぜん

内容
ないよう

又
また

は改善
かいぜん

目標
もくひょう

1
利用定員
りようていいん

が指導訓練室等
しどうくんれんしつとう

スペースとの関係
かんけい

で適
て

切
きせつ

である

100% 0%
法令
ほうれい

で定められ
さだ

ているスペースを確
かく

保
ほ

しています

2 職員の配置数は適切である
しょくいん    はいちすう       てきせつ

100% 0%

法令
ほうれい

で定められて
さだ

いる配置数
はいちすう

に加
くわ

え、子
こ

ども１名
めい

に対して、職員
しょくいん

が1名
めい

つけれるように努力
どりょく

しています

3
事業所
じぎょうしょ

の設備等
せつびとう

について、バリアフリー化
か

の配慮
はいりょ

が適切
てきせつ

になされている
67% 33%

用途
ようと

に応
おう

じてカーテンで仕切って
しき

刺
し

激
げき

を減らし
へ

たり、内装
ないそう

をシンプルにし

ています。

事業所
じぎょうしょ

によっては事業所内外
じぎょうしょないがい

にス

ロープや手
て

すりを設置
せっち

し、トイレを広
ひろ

く設計
せっけい

する等
とう

、バリアフリー化
か

を図
はか

っ

ています。

お子
こ

さんの状態
じょうたい

に応
おう

じて、安全
あんぜん

に利
りよ

用
う

できるように配慮
はいりょ

しています

4
業務改善
ぎょうむかいぜん

を進める
すす

ためのPDCAサイクル（目標設
もくひょうせっ

定
てい

と振り返り
ふ　　　　　か+え

）に、広く職員
ひろ     しょくいん

が参画
さんかく

している

67% 33%

・活動終了後
かつどうしゅうりょうご

に職員間
しょくいんかん

で1日
   にち

の活動
かつどう

の振り返りを
ふ    かえ

実施
じっし

しています。良
よ

かっ

た点
てん

・改善点等
かいぜんてんとう

を話し合い
はな   あ

、日々
ひび

の

活動
かつどう

を充実
じゅうじつ

できるように心
こころ

がけてい

ます。

・月
つき

に1度
ど

のペースで非常勤
ひじょうきん

スタッフ

も参加
さんか

する合同
ごうどう

ミーティングを実施
じっし

し、目標
もくひょう

の確認
かくにん

・振り返り
ふ      かえ

に努
つと

めてい

ます。

5

保護者等
ほごしゃとう

向
むけ

け評価表
ひょうかひょう

を活用
かつよう

する等
とう

によりアン

ケート調査
ちょうさ

を実施
じっし

して保護者等
ほごしゃとう

の意向
いこう

等
とう

を把握
はあく

し、業務改善
ぎょうむかいぜん

につなげている

100% 0%

保護者
ほごしゃ

の方
かた

への満足度調査
まんぞくどちょうさ

アン

ケートを実施
じっし

し、業務改善
ぎょうむかいぜん

につなげ

ています。

6
この自己評価

じこひょうか

の結果
けっか

を、事業所
じぎょうしょ

の会報
かいほう

やホーム

ページ等
とう

で公開
こうかい

している
100% 0%

例年
れいねん

は、事業所
じぎょうしょ

の会報
かいほう

(ひまわりだ

より)にて公開
こうかい

していました。今年
ことし

の4

月
がつ

にホームページ開設
かいせつ

しましたの

で、今年
ことし

よりホームページにて公表
こうひょう

します。

7
第三者
だいさんしゃ

による外部評価を行い、評価結果を業務
                がいぶひょうか     おこな      ひょうかけっか       ぎょう

改善につなげている
むかいぜん

33% 67%

現在
げんざい

は、利用者
りようしゃ

・事業所
じぎょうしょ

の二者評価
にしゃひょうか

で

業務改善
ぎょうむかいぜん

を行
おこな

っており、第三者
だいさんしゃ

による外
が

部評価
いぶひょうか

については、実施
じっし

していません。

今後必要
こんごひつよう

に応
おう

じて実施
じっし

を検討
けんとう

していき

ます。

8
職員
しょくいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

を行う
おこな

ために、研修
けんしゅう

の機会
きかい

を

確保
かくほ

している

100% 0%

・外部機関
がいぶきかん

での研修
けんしゅう

に職員
しょくいん

が積極
せっきょ

的
くてき

に参加
さんか

できるよう体制
たいせい

を整
ととの

えてい

ます

・月
つき

に1度
     ど

、施設内
しせつない

での内部研修
ないぶけんしゅう

を

実施
じっし

、常勤
じょうきん

・非常勤職員
ひじょうきんしょくいん

が参加
さんか

でき

るよう取り組んで
と         く

います

環
境

か
ん
き
ょ
う・

体
制

た
い
せ
い

整
備

せ
い
び

業
務

ぎ
ょ
う
む

改
善

か
い
ぜ
ん

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



9

アセスメントを適切
てきせつ

に行い
おこな

、子
こ

どもと保護者
ほごしゃ

のニー

ズや課題を
かだい

客観的
きゃっかんてき

に分析
ぶんせき

した上
うえ

で、放課後等
ほうかごとう

デ

イサービス計画
けいかく

を作成
さくせい

している

100% 0%

10
子
こ

どもの適応行動
てきおうこうどう

の状況
じょうきょう

を把握
はあく

するために、標
ひょ

準化
うじゅんか

されたアセスメントツールを使用
しよう

している

100% 0%

11 活動
かつどう

プログラムの立案
りつあん

をチームで行っている
おこな

67% 33%

指導員
しどういん

・介護福祉士
かいごふくしし

・保育士
ほいくし

・臨床
りんしょ

心理士等
うしんりしとう

がそれぞれの立場
たちば

・専門
せんも

性
んせい

を活か
い

し、活動
かつどう

プログラムの立案
りつあん

を行って
おこな

います。

12 活動
かつどう

プログラムが固定化
こていか

しないよう工夫
くふう

している 100% 0%

指導員
しどういん

・介護福祉士
かいごふくしし

・保育士
ほいくし

・臨床
りんしょ

心理士等
うしんりしとう

がそれぞれの立場
たちば

・専門
せんも

性
んせい

を活かし
い

、活動
かつどう

プログラムの立案
りつあん

を行っています
おこな

。

13
平日
へいじつ

、休日
きゅうじつ

、長期休暇
ちょうききゅうか

に応
おう

じて、課題
かだい

をきめ細
こまか

や

かに設定
せってい

して支援
しえん

している

100% 0%

平日
へいじつ

や長期休暇
ちょうききゅうか

に応じ
おう

て、取り組む
と          く

課題
かだい

を保護者
ほごしゃ

の方
かた

と話し合い、設定
はな     あ           せってい

しています。

14

子
こ

どもの状況
じょうきょう

に応じて
おう

、個別活動
こべつかつどう

と集団
しゅうだん

活動
かつどう

を適
て

宜
きぎ

組
くみ

み合
あ

わせて放課後
ほうかご

等
など

デイサービス計画
けいかく

を作

成している

100% 0%

長期目標
ちょうきもくひょう

・短期目標
たんきもくひょう

を設定
せってい

する中
なか

に、子
こ

どもの状況
じょうきょう

に応
おう

じた、個別活
こべつかつ

動
どう

と集団活動
しゅうだんかつどう

を適宜
てきぎ

組み合わ
く            あ

せて

います。

15

支援開始前
しえんかいしまえ

には職員間
しょくいんかん

で必ず
かなら

打合せ
うちあわ

をし、その

日
ひ

行われる
おこな

支援
しえん

の内容
ないよう

や役割分担
やくわりぶんたん

について確認
かくにん

している

33% 67%

非常勤
ひじょうきん

スタッフともう少
すこ

し情報共有
じょうほうきょうゆう

すべ

きとの意見
いけん

がありましたので、

より積極的
せっきょくてき

に情報交換
じょうほうこうかん

やコミュニケー

ションを行
おこな

っていきます。

16

支援終了後
しえんしゅうりょうご

には、職員間で
しょくいんかん

必
かなら

ず打合せ
うちあわ

をし、その

日
ひ

行われた
おこな

支援
しえん

の振り返り
ふ      かえ

を行い､
おこな

気付いた
きづ

点等
てんなど

を共有
きょうゆう

している

67% 33%

17
日々
ひび

の支援
しえん

に関して
かん

正しく
ただ

記録
きろく

をとることを徹底
てってい

し、支援
しえん

の検証
けんしょう

・改善
かいぜん

につなげている

100% 0%

毎回
まいかい

、実施記録
じっしきろく

を取り
と

、保護者
ほごしゃ

の方
かた

との連絡
れんらく

ツールにもさせて頂いて
いただ

お

ります。

見返
みかえ

すことにより、支援
しえん

の検証
けんしょう

・改善
かいぜん

に繋げ
つな

ています。

18
定期的
ていきてき

にモニタリングを行
おこな

い、放課後等
ほうかごとう

デイサー

ビス計画
けいかく

の見直し
みなお

の必要
ひつよう

性
せい

を判断
はんだん

している

100% 0%

保護者
ほごしゃ

の方
かた

と必要
ひつよう

に応じ
おう

ての面談
めんだん

と

6ヶ月
        げつ

に1度
     ど

の定期的
ていきてき

な面談
めんだん

を行って
おこな

います。また、日々
ひび

の子
こ

ども達
たち

の様
よう

子
す

からも課題
かだい

を考え
かんが

、個別支援計画
こべつしえんけいかく

を作成
さくせい

させていただいています。

適
切

て
き
せ
つ

な
支
援

し
え
ん

の
提
供

て
い
き
ょ
う

アセスメントを行う際
おこな   さい

に、聞き取り
き        と

と

必要
ひつよう

に応
おう

じて衛生面
えいせいめん

、行動管理
こうどうかんり

、身
し

辺自立
んぺんじりつ

スキル、学習
がくしゅう

スキル、家事
かじ

ス

キル、地域社会生活
ちいきしゃかいせいかつ

の領域
りょういき

に分け
わ

たアセスメントツールを使用
しよう

し行う
おこな

よ

うにしています。聞き取り
き        と

に関
かん

して

は、保護者
ほごしゃ

の方
かた

と必要
ひつよう

に応
おう

じての面
め

談
んだん

と6ヶ月
   かげつ

に1度
ど

の定期的
ていきてき

な面談
めんだん

を

行っ
おこな

ています。また、日々
ひび

の子
こ

ども

達
たち

の様子
ようす

からも課題
      かだい

を考え
かんが

、個別支
こべつしえ

援計画
んけいかく

を作成
さくせい

させていただいていま

す。

支援開始前
しえんかいしまえ

・終了後
しゅうりょうご

に職員間
しょくいんかん

での

打ち合わせ
う         あ

・1日
   にち

の振り返り
ふりかえ

を実施
じっし

し、情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

・支援
しえん

の方向性等
ほうこうせいなど

を

話し合
はな    あ

っています。



19
ガイドラインの総則

そうそく

の基本活動
きほんかつどう

を複数
ふくすう

組み合わ
く　　　　　あ

せて支援
しえん

を行っている
おこな

67% 33%
ガイドラインの総則

そうそく

の基本活動
きほんかつどう

を複
ふく

数
すう

組み合わせ
く　　　　　あ

ています。

20

障害児相談支援事業所
しょうがいじそうだんしえんじぎょうしょ

のサービス担当者会議
たんとうしゃかいぎ

に

その子
こ

どもの状況
じょうきょう

に精通
せいつう

した最も
もっと

ふさわしい者が

参画している

100% 0%

サービス担当者会議
たんとうしゃかいぎ

の場
ば

には、管
か

理者・保育士等
んりしゃ・　　ほいくしとう

の専門性
せんもんせい

を持った職
も　　　　　　しょ

員
くいん

が、ケースに応じて
おう

必ず
かなら

出席
しゅっせき

して

います。

21

学校
がっこう

との情報共有（年間計画・行事予定等
じょうほうきょうゆう　ねんかんけいかく・ぎょうじよていとう

の交

換
かん

、子
こ

どもの下校時刻
げこうじこく

の確認等
かくにんとう

）、連絡調整
れんらくちょうせい

（送
そう

迎時
げいじ

の対応
たいおう

、トラブル発生時
はっせいじ

の連絡
れんらく

）を適切
てきせつ

に

行って
おこなって

いる

100% 0%

学校
がっこう

との情報共有
じょうほうきょうゆう

を行っています
おこな

。

目標
もくひょう

や課題
かだい

の共有
きょうゆう

・アセスメント結
けっ

果
か

の共有等
きょうゆうとう

、様々
さまざま

な形
かたち

で連携
れんけい

できる

よう、保護者
ほごしゃ

の方
かた

の協力
きょうりょく

の元
もと

、実施
じっし

しています。

22
医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な子
こ

どもを受け入れる
う　　　　い

場合
ばあい

は、子
こ

どもの主治医等
しゅじいとう

と連絡体制
れんらくたいせい

を整え
ととの

ている
33% 67%

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な利用者
りようしゃ

さんを受
う

け

入
い

れる場合
ばあい

は対応
たいおう

させていただきま

す。

23

就学前
しゅうがくまえ

に利用
りよう

していた保育所
ほいくじょ

や幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こ

ども園
えん

、児童発達支援事業所等
じどうはったつしえんじぎょうしょとう

との間
あいだ

で情報共
じょうほうきょ

有
うゆう

と相互理解
そうごりかい

に努めている
つと

100% 0%

当施設
とうしせつ

の利用開始年齢
りようかいしねんれい

やケース内
な

容
いよう

などを鑑み
かんが

、必要
ひつよう

に応
おう

じて連携
れんけい

さ

せていただいております。

現状
げんじょう

としては、就学前
しゅうがくまえ

に通所
つうしょ

してい

た公的機関
こうてききかん

との連携
れんけい

が中心
ちゅうしん

になって

おります。

24

学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

し、放課後等
ほうかごとう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

から

障害福祉
しょうがいふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

へ移行
いこう

する場合
ばあい

、そ

れまでの支援内容等
しえんないようとう

の情報
じょうほう

を提供
ていきょう

する等し
とう

てい

る

33% 67%

これまでの支援内容等
しえんないようとう

の情報
じょうほう

は障
しょ

害福祉
うがいふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

へ移行先
いこうさき

の担当者
たんとうしゃ

・相談支援員
そうだんしえんいん

・保護者
ほごしゃ

の方
かた

と合同
ごうどう

での面談機会
めんだんきかい

を設け
もうけ

、引継ぎ
ひきつ

させていただいています。

25

児童発達支援
じどうはったつしえん

センターや発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

セン

ター等
とう

の専門機関
せんもんきかん

と連携
れんけい

し、助言
じょげん

や研修
けんしゅう

を受
う

けて

いる

67% 33%

公的専門機関
こうてきせんもんきかん

の研修
けんしゅう

に参加
さんか

したり、

助言
じょげん

を頂く
いただ

など、連携
れんけい

させていただい

ています。

26
放課後児童
ほうかごじどう

クラブや児童館
じどうかん

との交流
こうりゅう

や、障
しょう

がい

のない子
こ

どもと活動
かつどう

する機会
きかい

がある
0% 100%

現在
げんざい

、交流
こうりゅう

は行って
おこな

いません。

保護者
ほごしゃ

の方
かた

の中
なか

には、交流
こうりゅう

を望まない
のぞ　　　　　　

意見
いけん

もあり、心情
しんじょう

を汲み取り
く　　　　と　

ながら、対
た

応
いおう

していきたいと思っています。

27
（地域自立支援

ちいきじりつしえん

）協議会等
きょうぎかいなど

へ積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

してい

る
33% 67%

現在
げんざい

は、参加
さんか

できていない状態
じょうたい

です。

東大阪事業所連絡会
ひがしおおさかじぎょうしょれんらくかい

を通じて
つう

、現状
げんじょう

の

把握
はあく

や意見
いけん

を伝えて
つた

いきたいと考え
かんが

て

います。

28

日頃
ひごろ

から子
こ

どもの状況
じょうきょう

を保護者
ほごしゃ

と伝え合い
つた　　あ

、子
こ

ど

もの発達の状況
はったつ　　　じょうきょう

や課題
かだい

について共通理解
きょうつうりかい

を持っ
も

ている

100% 0%

29

保護者
ほごしゃ

の対応力
たいおうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

る観点
かんてん

から、保護者
ほごしゃ

に対して
たい

ペアレント･トレーニング等
とう

の支援
しえん

を行っ
おこな

ている

67% 33%

関
係

か
ん
け
い

機
関

き
か
ん

や
保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

と
の
連
携

れ
ん
け
い

適
切

て
き
せ
つ

な
支
援

し
え
ん

の
提
供

て
い
き
ょ
う

日々
ひび

の活動記録
かつどうきろく

は連絡
れんらく

ノートとし

て、また、必要
ひつよう

な時
とき

は電話
でんわ

をかけ、

保護者
ほごしゃ

の方
かた

との情報共有
じょうほうきょうゆう

をおこなっ

ています。

その中
なか

で、ご家庭
かてい

・学校
がっこう

での出来事
できごと

などの情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、必要
ひつよう

に応じて
おう

面談
めんだん

し、解決
かいけつ

に向けて
む

支援
しえん

を行って
おこな

います。



30
運営規程
うんえいきてい

、支援
しえん

の内容
ないよう

、利用者負担等
りようしゃふたんとう

について

丁寧
ていねい

な説明
せつめい

を行
おこな

っている

67% 33%

支援内容
しえんないよう

、利用負担額
りようふたんがく

、運営規定
うんえいきてい

の内容
ないよう

は見学時
けんがくじ

・契約時
けいやくじ

にご説明
せつめい

さ

せていただいております。

また運営規定
うんえいきてい

については、施設内
しせつない

入
い

り口
くち

に置
ち

いてあり、いつでもご確認
かくにん

いただけるようにしています。

31
保護者
ほごしゃ

からの子育て
こそだ

の悩み
なや

等
とう

に対する
たい

相談
そうだん

に適
て

切
きせつ

に応じ
おう

、必要
ひつよう

な助言
じょげん

と支援
しえん

を行っている
おこな

100% 0%

連絡
れんらく

ノート・電話
でんわ

・面談等
めんだんとう

で様々
さまざま

な相
そう

談
だん

を受けて
う

おります。必要
ひつよう

に応
おう

じて、

幼稚園
ようちえん

・小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

などに

出向き
でむ

、地域支援
ちいきしえん

に繋げて
つな

います。

32

父母
ふぼ

の会
かい

の活動
かつどう

を支援
しえん

したり、保護者会等
ほごしゃかいとう

を開
か

催
いさい

する等
とう

により、保護者同士
ほごしゃどうし

の連携
れんけい

を支援
しえん

してい

る

33% 67%

基本的
きほんてき

には、父
ちち

の会
かい

は年
ねん

に1度
　　ど

、母
はは

の会
かい

は年
ねん

に数回
すうかい

、開催
かいさい

させていただ

いています。しかし、昨年度
さくねんど

はコロナ

ウイルス感染症
かんせんしょう

の為
ため

、開催
かいさい

を自粛
じしゅく

し

ました。

33

子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

からの苦情
くじょう

について、対応
たいおう

の体

制
せい

を整備
せいび

するとともに、子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

に周知
しゅうち

し、

苦情
くじょう

があった場合
ばあい

に迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

に対応
たいおう

してい

る

100% 0%

苦情解決体制
くじょうかいけつたいせい

を整備
せいび

しています。苦
くじょ

情
う

の受付時間
うけつけじかん

・連絡先
れんらくさき

は重要事項
じゅうようじこう

説明書
せつめいしょ

に記載
きさい

してあります。必要
ひつよう

に

応じ
おう

、早急
そうきゅう

に対応
たいおう

させていただきま

す。

34

定期的
ていきてき

に会報等
かいほうとう

を発行
はっこう

し、活動概要
かつどうがいよう

や行事予
ぎょうじよて

定
い

、連絡体制等
れんらくたいせいとう

の情報
じょうほう

を子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

に対し
たい

て発信
はっしん

している

100% 0%

毎月
まいつき

、会報誌
かいほうし

を発行
はっこう

し、活動概要
かつどうがいよう

・

活動予定
かつどうよてい

・連絡事項
れんらくじこう

をご案内
あんない

させて

いただいております。

35 個人情報
こじんじょうほう

に十分注意
じゅうぶんちゅうい

している 100% 0%

個人情報使用同意書
こじんじょうほうしようどういしょ

・重要事項説
じゅうようじこうせつ

明書
めいしょ

に記載
きさい

してある守秘義務
しゅひぎむ

を順守
じゅんしゅ

しています。

36
障
しょう

がいのある子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

との意思
いし

の疎通
そつう

や

情報伝達
じょうほうでんたつ

のための配慮
はいりょ

をしている
67% 33%

視覚的
しかくてき

にわかりやすいよう掲示物
けいじぶつ

な

どで工夫
くふう

したり、1日
にち

のスケジュール

が必要
ひつよう

なお子
こ

さんに対して
たい

は、個人
こじん

的
てき

に用意
ようい

しております。

保護者
ほごしゃ

の方
かた

には連絡
れんらく

ノートで対応
たいおう

し

ています。

37
事業所
じぎょうしょ

の行事
ぎょうじ

に地域住民
ちいきじゅうみん

を招待
しょうたい

する等地域
とうちいき

に開
ひら

かれた事業運営
じぎょううんえい

を図っている
はか

67% 33%

現在
げんざい

、行って
おこな

いません。

保護者
ほごしゃ

の方
かた

の中
なか

には、交流
こうりゅう

を望まない
のぞ　　　　　　

意見
いけん

もあり、心情
しんじょう

を汲み取り
く　　　　と

ながら、対
た

応
いおう

していきたいと思って
おも

います。

38

緊急時対応
きんきゅうじたいおう

マニュアル、防犯
ぼうはん

マニュアル、感染症
かんせんしょ

対応
うたいおう

マニュアルを策定
さくてい

し、職員
しょくいん

や保護者
ほごしゃ

に周知
しゅうち

し

ている

67% 33%

各種
かくしゅ

マニュアルは策定
さくてい

されていま

す。各種
かくしゅ

マニュアルは施設内
しせつない

入り口
い　　　ぐち

に置いて
お

あります。

緊急対応
きんきゅうたいおう

・防犯
ぼうはん

・感染症対応
かんせんしょうたいおう

をテー

マに職員研修
しょくいんけんしゅう

を継続
けいぞく

して行っ
おこな

ていま

す。

非
常

ひ
じ
ょ
う

時じ

等と
う

の
対
応

た
い
お
う

保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

へ
の
説
明

せ
つ
め
い

責
任

せ
き
に
ん

等と
う



39
非常災害
ひじょうさいがい

の発生
はっせい

に備
そな

え、定期的
ていきてき

に避難
ひなん

、救出
きゅうしゅつ

そ

の他必要
ほかひつよう

な訓練
くんれん

を行っている
おこな

100% 0%

・職員向
しょくいんむ

けとしては、救命救急訓練
きゅうめいきゅうきゅうくんれん

を消防署職員
しょうぼうしょしょくいん

の指導
しどう

の下
した

で行って
おこな

います。

・職員会議
しょくいんかいぎ

の場
ば

では、火災
かさい

・防犯
ぼうはん

・自
し

然災害等
ぜんさいがいとう

を想定
そうてい

し、避難経路
ひなんけいろ

・防犯
ぼうは

対応
んたいおう

などを話し合って
はな　　あ

います。

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の為
ため

、消防署
しょうぼうしょ

職
しょ

員
くいん

を招
まね

いての訓練
くんれん

はできていません。し

かし非常勤
ひじょうきん

も含
ふく

めた合同
ごうどう

ミーティングで

は、緊急時
きんきゅうじ

の対応
たいおう

等
とう

を確認
かくにん

しています。

40
虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するため、職員
しょくいん

の研修機会
けんしゅうきかい

を確保
かくほ

す

る等
とう

、適切
てきせつ

な対応
たいおう

をしている
100% 0%

人権擁護
じんけんようご

の研修会
けんしゅうかい

に職員
しょくいん

が参加
か

し、施設内研修
しせつないけんしゅう

に繋げ
つな

、全職員
ぜんしょくいん

で虐
ぎゃ

待防止
くたいぼうし

に繋げて
つな

います。

41

どのような場合
ばあい

にやむを得ず
え

身体拘束
しんたいこうそく

を行う
おこな

かに

ついて、組織的
そしきてき

に決定
けってい

し、子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

に事前
じぜん

に十分
じゅうぶん

に説明
せつめい

し了解
りょうかい

を得た上
え　　　　うえ

で、放課後等
ほうかごとう

デイ

サービス計画
けいかく

に記載
きさい

している

67% 33%

現在、契約の際に、保護者の方には説
げんざい、けいやく　　　さい　　　　ほごしゃ　　　　　かた　　　　せ

明
つめい

をしますが、身体拘束
しんたいこうそく

を必要
ひつよう

とする

ケースが無
な

いので、計画に
けいかく

記載
きさい

はして

いません。

必要
ひつよう

がある場合
ばあい

は個々
ここ

に応
おう

じて職員
しょくいん

、

保護者
ほごしゃ

が何度
なんど

も話し合い
はな　　あ

、内容
ないよう

を決定
けってい

し、了解
りょうかい

を得た上
え　　　　うえ

で、計画書
けいかくしょ

に記載
きさい

しま

す。その後
あと

も状態
じょうたい

を把握
はあく

し、内容
ないよう

を更新
こうしん

していく事
こと

としています。

42
食物
しょくもつ

アレルギーのある子
こ

どもについて、医師
いし

の指
しじ

示書
しょ

に基づく対応
もと　　　　たいおう

がされている
67% 33%

契約時
けいやくじ

または面談時
めんだんじ

にアレルギー

について保護者
ほごしゃ

の方
かた

から伺っていま
うかが　　　　　　　

す。 対応策
　　　　 たいおうさく

は、保護者
ほごしゃ

の方
かた

と協議
きょうぎ

し

ています。

43
ヒヤリハット事例集

じれいしゅう

を作成
さくせい

して事業所内
じぎょうしょない

で共有
きょうゆう

し

ている

67% 33%
ヒヤリハット事例集

じれいしゅう

を作成
さくせい

して事業
じぎょう

所内
しょない

で共有
きょうゆう

しています。

非
常

ひ
じ
ょ
う

時じ

等と
う

の
対
応

た
い
お
う
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